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第１９回総合教育会議会議録 

日時：平成２８年１２月２０日（火） 

午後５時開会 

場所：本庁舎４階 庁議室 
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教育次長 それでは定刻になりましたので、前葉市長から「第１９回津市総合教

育会議」の開会の御挨拶をお願いいたします。 

 

市長 只今より、第１９回の津市総合教育会議を開催いたします。よろしくお願

いいたします。 

 

教育次長 ありがとうございました。それでは、本日の「協議・調整事項」とし

たしましては「津市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱

（案）について」の１件、また、「その他の協議案件」といたしましては、「平成

２９年度の教育行政について」の１件でございます。それでは、早速「１ 協議・

調整事項」の「津市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱

（案）について」に入りたいと思います。それでは、資料１について、私の方か

ら説明をさせていただきますので、資料１をご覧いただきたいと思います。「津

市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱（案）」につきまし

て、御説明させていただきたいと思います。前回の総合教育会議での大綱（案）

に対しまして、ご意見をいただいたところを中心に、今回修正を加えさせていた

だいております。変更箇所につきましては、二重線でお示しさせていただいてお

りますので、変更箇所を順に御説明させていただきたいと思います。まず１ペー

ジをご覧いただきたいと思います。１ページの最上段の方の見出しの大綱の位

置付け及び対象期間についてですが、修正前は計画期間となっておりまして、通

常の計画で一般的に表現されます計画期間としておりましたところでございま

すが、文部科学省の通知、また、本市のこの大綱の内容等から、対象期間という

文言に修正させていただきました。次に、第２段落目の１行目、総合教育会議に

おける協議・調整によりについてですが、修正前は市長と教育委員との協議・調

整によりとなっておりました。こちらにつきましては、平成２７年４月１日に、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律が改正されまして、市長と教育委員

会の協議・調整の場として総合教育会議が設置されましたので、法改正の趣旨を

踏まえ、総合教育会議という文言に修正をさせていただきました。それから、一

番下のですね、対象期間につきましては、先ほどと同様でございます。続いて２

ページをご覧いただきたいと思います。２ページ中段の「② 人的支援の充実」

の中の、専門性を発揮し学校を支える「チーム学校」についてでありますけども、

修正前は専門性に応じて学校を支える「チーム学校」となっておりましたが、よ

りふさわしい表現の発揮という文言に修正させていただきました。また、一番下

の「④ 幼児教育と学校教育の連携強化及び学校教育と連携した家庭教育の充

実」の中の幼児教育のめざす内容についてでございますけども、修正前は幼児教

育の成果となっておりましたが、より分かりやすい表現のめざす内容という文
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言に修正させていただきました。続きまして、６ページをご覧いただきたいと思

います。６ページ中段より少し下、「③ 登下校時の子どもたちの安全安心」に

ついてですが、更に津市としての具体的な中身をというふうなことで、通学路の

安全確保に関する取組の方針である津市通学路交通安全プログラムを踏まえた

取組ということを追記させていただきました。こちらの取組につきましては、警

察署や道路管理者、保護者代表や自治会等関係者、市関係部局及び教育委員会事

務局等におけます通学路等の合同点検を実施するという内容になっております。

以上が修正内容でございます。よろしくご協議の程お願いいたします。 

 

市長 はい、ありがとうございました。前回のいただいたご意見を踏まえて、

様々な修正をさせていただいておりまして、まだもう少しお気付きのこととか、

あるいは今までちょっと見落としていた、新たに気が付いたということも構い

ませんので、そういうことも含めてご発言をいただきたいと思います。いかがで

しょうか。最初に私から言うたらいかんのかもしれませんが、ちょっと言わせて

ください。「はじめに」のところでですね、２段落目で「私自身や教育委員が」

というのが、ちょっと不遜な感じがするので、津市長 前葉泰幸の署名というか、

名前入りの「はじめに」なので、これは「教育委員と私が」にしていただけます

か。それからもう一つだけ今頃気が付いて申し訳ないんですけど、さっきの会議

も踏まえてなんだけども、一番最後の７ページの「新しい時代の津市公民館」の

考え方をはじめとする社会教育環境の整備なんだけど、考え方をはじめとする

社会教育環境って意味分かりますかね。これはどういう意図でタイトルをこう

していただいたんでしたっけ。 

 

教育次長 新しい時代の津市公民館の提言が出ておりますので、その考え方を

踏まえてというようなことで、記載はしてございます。 

 

市長 それでは、素直に新しい時代の津市公民館の考え方を踏まえた社会教育

環境の整備なんだけど、提言なんであれは、新たに集約する新しい時代の津市公

民館の方向性のなんですけど、どうしますかこれ。 

 

教育長 「踏まえ」にしてしまうと、枠が少し狭くなるような気がしますので、

意図したいところはもう少し大きい、新しい時代の公民館、要は従来の公民館の

考え方にとらわれずに、少し枠を広げてやっていきましょうというのを捉えた

話になりますので、ちょっと文言を。 

 

市長 何ではじめとしたんだっけ。はじめじゃないものは何。 
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教育次長 新しい公民館を作っていく前提として、この提言がありましたので、

そういうような意味ではじめとする表現を持ってきたと考えておるんですけど

も。 

 

教育長 急なのでふさわしいかどうかあれなんですけど、新しい時代にふさわ

しい社会教育環境の整備っていうのが、ベースにある考え方に近いかなあと、公

民館だけではなくて、個々に出てくる文化財もそうなんですが、文化財然とした

やり方を少し、地域を巻き込んだ形にしましょうというか、枠組みを広げたい形

で考えておりますので。 

 

市長 そうですね。それではそれを基本に置いてみましょう。新しい時代にふさ

わしい社会教育環境の整備とタイトルはして、カギ括弧を外して。それで本文の

中には「新しい時代の津市公民館」ていうのが出てくることとしておきましょう。

失礼しました。私が今日になって気が付いたのは以上でございますが、他何かご

ざいますか。大分直してもらっているので、前回出たご意見も織り込んだように

思いますが、滝澤さん前回お休みだったので、何かあれば。 

 

滝澤委員 まず３つの着眼点がありまして、その着眼点に沿った施策がずっと

並べられている形になっていると思うんですが、２ページのところでちょっと

違和感があるのは、教員が子どもたちと向き合う時間の確保という着眼点の中

でね、「④ 幼児教育と学校教育の連携強化及び学校教育と連携した家庭教育の

充実」というのが、教員が子どもたちと向き合う時間の確保とどう繋がるのかと

いうのが、ちょっと何か。学力を向上させるための施策だと思いますのでね、そ

の意味では④は当然あるべきことだと思うんですが、１番最初のこのテーマに

沿って④というのは、他は人的支援の充実ですとか特別な支援ですとか、部活で

工夫するとかですね、いろいろ小中一貫教育でも検証を行って時間の確保を図

ると行ってて、④だけがね、時間の確保とあまり関係のないことを言ってるよう

な感じがするんですけど。 

 

市長 なるほどね。どうでしょう。 

 

教育長 これまで宿題に代表されるように、教員というのは宿題を出して、その

続きは家庭よというふうだったんですけど、もう少し宿題以外に家庭学習の中

身としてある課題として出すというのはですね。要するに学校を離れたところ

の子どもの生活についても教員が目を向けられるようにとここに入れたんです

けど、確かに今言われるようにそこまで書き込んでないので、分かりにくいと言
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えば分かりにくいですよね。 

 

滝澤委員 このテーマが、目的と着眼点が逆転して、例えば、教員が子どもたち

と向き合う時間を確保し、子どもたちの学力の向上を図るとなっていると、④は

当然出てくるのですが、①のテーマが時間の確保で止まっているので、よく読む

と最終的には学力向上に繋がる全ての施策を行うという事なんですが、ちょっ

と回りくどいような、印象的として時間の確保と直接的に繋がらないかなって

いう感じがしたんです。 

 

市長 だから、多分、その印象は幼児教育についてはと入ってくるので、すごく

唐突感があるのかもしれませんね。つまり、教員というのは学校現場におるわけ

で、義務教育とか。だから後ろの方は、学校教育と連携した家庭教育の充実を図

るためって入ってくるから、ちょっとまだ自然な形なんだけど、④の頭が幼児教

育についてはと来るんで、ちょっとあるかもしれませんね唐突感が。 

 

教育長 そうですね。 

 

市長 だから、例えば義務教育と入れ替えて読んでみるだけでも、大分感じが違

うよね。義務教育やその後の基礎となる幼児教育の充実を図り、その目指す内容

が小学校と共有されるよう幼少の連携をしっかり取り組みますと書いたら、す

っと入ってくるんだけど。ちょっと、そんな直しがベースに。 

 

教育長 幼児教育が頭にということですよね。 

 

市長 学校教育と幼児教育の連携強化か。及び学校教育と連携した家庭教育の

充実か。そうかもしれませんね。 

 

教育長 そうですね。義務教育をしっかり支える。 

 

庄山委員長 最初は、その学校と家庭教育の充実を言っていたと思うんですよ。

それでは少し不足ではないかと。幼児教育から繋がっているんじゃないかとい

うことで、幼児教育を入れて、その文章の順番が少し違和感があるのかなと。た

だ、学校でやる教育が家庭学習と繋がる、つまり宿題は宿題だけで家でやりなさ

いとぽんと投げかけて、家庭にお任せするのではなくて、先生と子どもたちが話

し合って家庭学習をさせて、それを必ずまた先生に戻してくるというような、こ

の津市版家庭学習マニュアルもここへ挙げたかったので、こういう形になった
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んだと思います。ですので、最初はこの後ろだけだったんですけど、この前が入

って、何かちょっと違和感があるような感じになったんですけど。今、市長がお

っしゃったような文章に変えるとよいと思います。 

 

市長 はい、それでは他はいかがですか。 

 

上島委員 ３ページの⑥の系統的かつ連続的な「学習」となっているんですが、

確かに「学習」と広く考えられるんですが、どうしても現場へいくと「学習」と

なると授業とかそこら辺に限定されてしまうので、やはり連続的な「教育」の実

施やと、「教育」にした方がええんちがうかと思います。 

 

市長 これについて、いかがですか。 

 

教育長 はい。「教育活動」にですか。「教育」だけの方がいいですか。 

 

上島委員 「教育活動」を入れてしまうと、今度はまた活動だけになってしまう

んです。ですので、「教育」だけだと、「学習活動」から何もかも入れてとなると

思うんで。分かることは分かるんですわ。広い意味で「学習」やったら全て「学

習」になるんですけども、なかなかそうはとらえられやんところがあるので。 

 

市長 いかがですか。「教育」の方がいいですか。 

 

上島委員 「教育活動」やったらいいと思います。 

 

市長 「教育活動」。「学習の実施」じゃなく、「教育の実施」じゃなく、「教育活

動や」とするわけですか。それはおっしゃるのは。 

 

教育長 ああ。 

 

市長 これ、日本語的にはどこにつながるんですか。「学習の実施や支援を行う

こと」。「実施」と「こと」がちょっと。逆になりますか。事務局どうですか。小

中一貫教育については、大丈夫ですよね。主語というか。 

 

教育次長 言葉としましても、学習の実施ということは、結局は教育活動という

ふうなこと、似た意味と言いますか。日本語としてはおかしくないのではないか

なと思いますけれども。 
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市長 係り結びのことを今言ってもらっているんですね。つながりますか。 

 

教育次長 この実施と、それから子どもたちの支援を行うというふうな、二つか

ら、その次の文言につながっていくという構成になっていると思うんですけれ

ども。 

 

市長 「実施」は体言止で、「行う」は動詞。 

 

教育次長 「実施」と「支援」と。 

 

市長 でしたら、「実施を行う」になる。 

 

教育次長 そうしますと、「教育活動」が、日本語としては正しい文法というか。 

 

市長 何か思いがこもっている感じは。「学習の実施」はあれですけどね。どう

でしょうか。 

 

松本委員 「学習」という言葉は、主語が、子どもたちになるわけですが、よろ

しいでしょうか。行政とか学校とかが主語になるのではないでしょうか。この時

の、子どもたちの支援はもちろん、子どもたちが主語ではないので。 

 

市長 そうですね。学校がですよね。そしたら。 

 

教育長 「教育活動」ですね。 

 

市長 「教育活動」を基本にしてちょっと直してみていただけますか。 

 

教育長 はい。 

 

市長 「教育活動」。「学習の実施」を「教育活動」に変えたいということで。あ

るいは「教育を行う」でもいいですけれども。上島さん、どっちの方がいいです

か。 

 

上島委員 難しい。「教育」となるとまたこれ、広すぎるもんで。「教育活動」が

いいと思います。 
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市長 やっぱり「教育活動」ね。はい。では、そういうことでお願いします。他

にお気付きのことは、どうぞ。穴が開くほど見て、ちょっと、見えなくなってい

るかもしれませんが。 

 

教育長 はい。 

 

市長 どうぞ、教育長。 

 

教育長 ６ページの大きな３の真ん中辺りの②の、上から３行目なんですが、余

剰教室の件で、放課後児童クラブとか地域コミュニティを入れる場合、「大規模

改造工事等の際には、」と限定したんですが、公共施設のいろんな動きの中でい

くとですね、大規模改造工事がない場合でも可能な場合がありますんので、いっ

そのことこの「大規模改造工事等の際には、」という限定の文言を取った方が、

いいかなと。 

 

市長 そうですね。それは、より積極的なことですから、私はもちろん賛成です

が。 

 

教育長 そうなんです。 

 

市長 みなさんはいかがでしょうか。実際に、庄山さんのところでやったやつも、

大規模改造工事と関係なくしましたね。 

 

教育長 そうなんです。 

 

市長 最近、川口でやったやつもそうでしたね。じゃあ、その方向性で。 

 

教育長 はい。 

 

市長 他いかがですか。大体、出尽くしましたかね。はい。では、以上で、御意

見を終結いたしまして、今日、出た御意見に基づく直しをして、もう一度みなさ

んに、今度はもう会議ではなくて、お送りしますので、御確認をいただき、ＯＫ

であれば、５人のみなさんのＯＫを受けて、私の方で最終的に決裁をして、決定

をしたいというふうに思います。したがって、今日の審議で、一応、文案審議は、

終結をしたいと思います。その上で、最終的な決定につなげたいと思いますので、

よろしくお願いをいたします。よろしゅうございますか。 
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教育長 はい。 

 

市長 では、２番に入ります。その他の協議案件ということで、「２９年度の教

育行政について」を議題としたいと思います。では、説明を教育長からいいです

か。 

 

教育長 はい。 

 

市長 どうぞ。 

 

教育長 平成２９年度の教育行政について、現在の教育委員会の考え方をお示

しをさせていただいて、今後の予算協議あるいは教育方針のベースにしていき

たいというふうに考えています。資料２をお願いしたいと思います。まず、大き

く平成２９年度の小中学校教職員人事の考え方でございますが、教育の要はや

はり人の配置、人が行う教員の配置になります。そこで、人事配置の基本的な考

え方でございますけれども、まずは一つ目の丸にあるように、全市的な視野に立

った人事、それから二つ目にありますように、９年間を通した特色ある学校づく

りが実現できるように、三つ目は、その際に人材育成に向けた異動、これを考え

てやっていきますと。それから四つ目が、各学校独自の、十分現場に配慮をして

指導体制の充実を図るということです。次に、大きな２番の努力事項と書いてご

ざいますが、その際に配慮することといたしまして、まず一つ目は、校種間の人

事異動を積極的に取り組んでいく、二つ目として、長年月、この転任についても

考えていくということでございます。三つ目、もちろんのことでございますが、

年齢構成、男女比、これが適正化を図っていく、四つ目にございますこれは、一

番上の方がいいかもしれませんが、本人の意欲と。これにはですね、十分に面接

等行いまして、考慮してやっていきたいというふうに考えています。それと、多

くの退職者が出る中で、新規採用教職員、これを積極的に登用して育成を図って

いきたいというふうに考えています。それから最後が、津と松阪地域内の交流促

進、これも進めていきたいと考えております。次に大きくは平成２９年度予算編

成に向けた重点施策の考え方でございます。まず１番でございますけれども、教

育ビジョンの策定を平成２９年度に実施をしていきます。これにつきましては、

大綱に基づいてやっていくことになります。大きな二つ目でございますけれど

も、学力の向上でございます。これにつきましても、「大綱」に沿った「子ども

と向き合う時間の確保」等、中心に取り組んでまいります。特に子どもと向き合

う時間の確保につきましては、下に丸がございますけれど、こういった公務支援

システムの構築に向けて取り組んでいく、次期の指導要領改訂に向けた小学校
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の英語教育の導入と、これへの対応も十分にしていく必要があると考えていま

す。それから、開校します「みさとの丘学園」のこの体制をどうやって整えてい

くか、それから、４点目でございますが、子どもと向き合う時間の確保をしたう

えで、教員がもっとさらに研究できるように、研究授業推進への支援をしてまい

りたいと考えています。それから、人数が増えてきております特別支援教育への

支援、これは引き続き継続をしていきたいと考えておりますし、最後には中学校

の部活動の休養日の設定、それから土曜活動の柔軟化これにも取り組んでいき

たいと考えております。その他、３から６でございますけれども、特に大事なポ

イントになってまいりますのは、幼児教育の推進、それから、大綱にもございま

す４の学校施設環境の整備、それから５番目でございますけれども、今年２月に

は新庁舎ができます。これを契機に教育研究所の機能の充実を図りたいという

ふうにも取り組んでいきたいと考えております。それから、６番目でございます

けれども、放課後児童クラブへの支援、それから「家庭教育」の推進、これは少

し正面から取り組んでいきたいと考えています。なお、この平成２９年度の方針

と、「大綱」の関係でございますけれども、「大綱」の三つの視点でございますが、

ベースに置かれていますのは、学力の向上になるわけですが、教員が、子どもと

向き合う時間の確保のために、負担軽減策をとると同時に、それがさらに生かせ

るように、学校の組織が機動的な経営が図れる、そのうえでそれを支える教育環

境を整備するということでございまして、大きくは、教育内容と施策面が出てく

るわけでございますけれども、この三つの視点に従いまして、例えば、英語教育、

道徳教育、それから新たに同和教育と法律が新たにできる予定でございます人

権教育、それからキャリア教育、特別支援教育、こうした具体的な教育内容を全

てを網羅するときに、全て教員が、子どもたちに向き合う時間の確保とこういう

のを支点にした施策の展開を図っていきたいと考えています。一方具体的には、

教科内容以外にもいじめ・不登校の問題等につきましても、こうした組織的・機

動的な学校経営という視点からさらに推進を図っていくということでございま

す。具体的な個々の内容については、今後の予算協議、教育方針等で明らかさせ

ていただくといたしまして、「大綱」に基づいて平成２９年度こういう行政を実

施したいというふうに考えています。以上でございます。 

 

市長 はい、ありがとうございました。こういうような考え方で、今後来年度、

教育方針を書いたり、あるいは予算を決めていく、こういうことですね。 

 

教育長 そうです。 

 

市長 はい。ではどうぞ、ご自由に御発言ください。委員長。 
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庄山委員長 はい。今説明いただきましたことに関しましてですけれども、その

前に、この先程決めていただきました「大綱」ですけれども、今後、この「大綱」

をどのように周知していくかということが、この平成２９年度の教育行政のと

ころでも、「大綱に基づいて」、「大綱に従って」というふうなお話がたくさんご

ざいまして、どのように周知していくかということが大事なことだと思うんで

す。その中で、先生達、教職員が子どもたちと向き合う時間の確保、多忙化がこ

の中にも出てくるわけですけれども、多忙化について、少し私たちで整理をして

おかなければならないというふうに思うんです。それは、この前の時に、松本委

員がおっしゃった労働の「労」は、いたわるという気持ちであると。私、あの言

葉に非常に感銘を受けまして、もう一度労働という言葉を考え直してみました。

先生たちが、多忙だ、多忙だと言っているんですけれども、この前、上島委員と

私とちょっと話し合って、私達、忙しいのは忙しかったけれども、多忙で苦しか

ったということは考えたことはないので、それは何故かなということを考えて

みました。それは、松本委員がこの間おっしゃった先生達にとって大変であるけ

れども、そのことが、やりがいがあって癒しになるという労働であるということ

なんです。その中で本当に癒しにもならない、楽しみにもならない、達成感にも

ならない労働というのが、学校教育においてどういう労働なんだろうと。例えば、

採点。採点をしなければ、子どもたちの力がどれくらい伸びたかわからない。集

金。集金をすることによってそこの家の家庭の状況が非常によくわかる。そんな

ふうに考えていくと、多忙、忙しいのは忙しいんだけれども、先生がその多忙で

あるけれども、この大綱にあった向き合う時間の確保のために、カットできる時

間というのはどういうものかと。そこのところの整理をきちんとして、それを行

政に生かしていきたい。校務支援システム、これ非常に高価らしいですね。ちょ

っとよくわからないですけれど。で、この間、事務局の方に、これどんなのて聞

いたら、一つ名前を入れると全てのところへ、その生徒の名前がいくから、例え

ば音楽の先生が名前を入れて、国語の先生も名前を入れてというようなことが

なくなるんだと。それは確かに良いことだけれども、それだけなんかなというよ

うな、そういうことをよくよく考えて、平成２９年度の行政のお金の使い方とい

うのを考えていかないといけないかなというふうに、まず、それを思います。 

 

市長 なるほどね。非常に深い御意見ですね。多忙だ、多忙だということが、逆

に、だからこんなに忙しい目をしているから、なかなか教育に充実を図れないん

だという教師が仮にいたとすれば、そんなら、あんたが言うとる忙しさにちょっ

とでも助けの手を差し伸べるんで、やってくれるんやなみたいな、ある種、ちょ

っと売り言葉に買い言葉的な部分がないではないんですよ。この多忙感という

ことに対して、何らかの措置をしますよと。ただ、そういう意図でやるというよ
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りも、私なんかは心優しくって、何かじゃあ行政の側からできることをやって、

それが現場の先生にとってプラスになるんだったら、それはそれで絶対に成果

上がるやないかっていう、私は、楽観的っていうか、そんな考え方を持ってまし

て、その内の一つが校務支援システムになればいいなあというぐらいの感じで

す。これが絶対に決定打になるかどうかというのはわからないけれども。 

 

教育長 はい。校務支援システムで一番大きなところは、例えば、いろんな事務

的な作業のやるときに、時間も当然短縮されるんですが、そこに神経を集中しな

くて、オートマチックにできちゃうところがあるので、自分の大切な神経は違う

ところに使えるという点も非常に大きなところが多分出てくると思われます。

具体的には、例えば、卒業証書とかああいうやつも全部オートマチックでできる

ようになるので、そういうところは非常に変なチェックがとかも楽になるとこ

ろがあったりしますので、そういう意味ではちょっと効果があるかなと思いま

す。 

 

市長 こういうデジタル世代、スマホ世代で、私の父なんかは、覗くと細かい電

話帳みたいなのに書いて、それはまた前葉和郎先生にとっては、子どもたちのこ

とを考える、あるいは子どもたちをどういうふうに教育していけばいいかと思

う時間だったんだろうなというふうに思うんですが、すっごいアナログの世界

ですよね。今の若い先生達は、そこはかなり普通の教育活動以外の部分では、も

のすごくスマホなりを駆使していて、教育の部分だけすごいアナログっぽく、マ

ニュアルっぽくやっている部分をちょっと助けにいかないかんなということで、

その辺は滝澤先生どのように。 

 

滝澤委員 もうシステム化は当然の話で、 

 

市長 当然。今までやってなかったんかという。 

 

滝澤委員 システムで助けてもらえるところがあれば、安いもんだと思います

よ。労働の時間と単価をかけてね。そのそれだけで計れないいろんな気の使い方

とか、間違いのチェック、間違いが起こること、ミスを防ぐとか、いろんなメリ

ットがあるので、むしろシステムには一時的にお金はかかっても、やっぱり進め

ていかないと合理化が図れないと思います。私も昔の世代ですので、一つひとつ

書いていくと自分の身にもなったり、いろいろ考えたり、哲学的な思考をしたり

といろいろメリットはあるんですが、機械に置き換えられるところは、全て基本

的には、今の時代、システム化してやっていただきたいなと思います。どの現場
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でもほとんどシステム化されていますからね。どんな会社でも。 

 

上島委員 子どもと向き合う時間てなんやろうと考えた時に、けしてその子ど

もと目と目を合わせてやるだけやないと思うんです。例えば、今度入ってくる子

どもたちの名簿を家族環境から書くことから始まります。そのことによってや

っぱり子どもを知るという中で随分、過去は過去でそうやっていろいろあるん

ですけども、非常にそこら辺には大事な面があって、全てシステム化してしまっ

て、ぱっと出てくるんじゃなくて、やっぱりある面については、先生がそこで子

どもを知ると。こういう面についてはやっぱり必要やというものを残さんかっ

たら、全てシステム化してしまったときに、本当に子どもを理解できるやろうか

ということを少し思います。反対の意見になってしまいました。 

 

滝澤委員 使い方の問題と、慣れの問題と、そのシステム化の中でも深める努力

はしていただかないといけないですけれど。 

 

教育長 お二人のお話はすごくよくわかるんですが、例えば、小学校１年生に新

入生が入ってきたときに、担任の先生は３０人の名前を何回書かなあかんか。そ

の場合は少し軽減ができると思います。ただ、今おっしゃられたように、その子

たちの記録というのは御自分でちゃんと書くというのは非常に大事なんですが、

逆にシステム化されますとそういうふうなデータとかというのは、ずっと９年

間、ずっと引き継いでいくことができる。これもシステム化の大きなところにな

りますので、そういうふうに上手に使い分けることが大事だなというふうに思

います。 

 

市長 松本先生。 

 

松本委員 私もアナログといいますか、本当に古い時代をやっていますので、や

っぱり考えるときには、そのテキストは、千年前の人が書いた現物が一番良くて、

だんだん活字になって、それがパソコン上の文字、ポイント上のつながりになる

と、やっぱり現物から離れるとわかるところが少なくなってきて、頭の中で考え

ることだけで済んでしまうようなところもありますので、今おっしゃった話の

中で、システムでできるところと、直接子どもたちのことを自分で丁寧に書くと

かいうようなところ、仕事の中身でそれぞれ分けてもらって、システムの方も、

私がイメージしているような無機質なところから、だんだんもっと昔のアナロ

グ的な良さを復活させるような方向にも多分進んでいくのではないかと思いま

すので、上手く使い分けていただいて、省略化できるところは省略化できればと
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思います。 

 

市長 そうですね。上手に使う人はそういうアナログ的な良さをも取り込める

ような使い方をするかもしれませんね。 

 

庄山委員長 すいません。その方向ばかりに話が行きましたが、ちょっともとに

戻させていただきますけれども、平成２９年度の教育行政について、津市が大き

く変化する年かなと思います。みさとの丘学園が開校したり、庁舎も新しくなっ

て、この教育研究所が新庁舎に新たに統合してこちらに動いてくるというよう

なことで、何かわくわくするような、緊張感のあるような平成２９年度だなとい

うふうに思います。その中でやはり学校のことを考えると、子どもたちは、この

間、質問があったんですけれども、心理学で、教育心理学はどんなんやという質

問をうまく答えることができませんで申し訳なかったんですが、幼児教育から

小学校、中学校、高校、大学と、子どもたちが順調に育っていくようなシステム

を津市は何としても作っていただきたいと思います。そのためには、６番の放課

後児童クラブ、それから幼稚園教育、保育園教育、これも大きく変わります。こ

れを、津市の市民の皆様が満足していただけるようなシステム。例えば、白山町

は今、白山幼稚園と保育園がまあまあうまく一つの所で二つが機能しているわ

けですけれども、こども園にするということで、なかなか理解をしてもらいにく

い部分もございます。そういうようなこともきちんと理解をしていただいて、こ

れからの教育のために、幼児教育はとっても大切なことであるということを、ど

こかできちんと話をしていただきたいということを思うのと、それから、放課後

児童クラブの未設置の校区につきまして、この間も質問しましたら、９つぐらい

と言ってみえましたね。 

 

教育長 そうです。 

 

庄山委員長 その校区についても、何としても設置する方向にしなければなら

ないんじゃないかと思います。トイレとかエアコンとか本当に力を入れていた

だいて、ありがたいと思っているんですけれども、まだまだしなければならない

ことがたくさんあります。 

 

市長 そうですね。ありがとうございます。他、いかがですか。 

 はい、上島さん。 

 

上島委員 １番の人事配置のことですけれども、教員が学校をかわることによ
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って、せっかくその人たちが持っている力を発揮できないとかですね、やっぱり

その、長年培ってきたその学校の風土的なものがあると思うんです。それをきち

っと学校の独自性として表して、その人がそこへ行ったら、教育活動、まず発揮

できるということを、人事異動の中で入れなかったら。そのためには、学校長は

きちっと、この地域の中のこの学校がどんな特色を持って、どんな教育をしてい

くんやということをはっきりさせてやらんかったらあかんのとちがうかなと。

せっかくその人材として生きることができるものが、つぶれてしまうというこ

とがないようにするのは、校長としての一つのビジョンかなと思いますので。 

 

市長 おっしゃるとおりですね。他、いかがですか。 

 はい、どうぞ。 

 

滝澤委員 小中９年間見通して教育をしていくんですけれども、「校長の経営方

針を尊重した人事に努める」という形になってるんですが、小学校いくつかの学

校があって、それから中学校があると。その地域の中学校へ通うのはそのいくつ

かの小学校。で、それぞれに校長先生がいらっしゃるんですよね。９年間となる

と、小学校だけ中学校だけというわけではなくて、小学校と中学校の校長先生な

り、その重点方針みたいなものが一貫してないと、よく連携してないと、小学校

で一生懸命してきたことが、中学校で少し軽視されるとかですね、そういう形に

なるので、その地域の小中の校長の経営方針ですとか、教育方針が非常にうまく

コミュニケーションをとれるような形でつながっていく必要があると思うんで

すね、人事に当たってはですね。その辺の配慮をお願いしたいなというふうには

思います。 

 

市長 まさにそこは、小中一貫の取組の中で重視していくポイントですね。はい。 

 

滝澤委員 それから。 

 

市長 それからもう一つ。 

 

滝澤委員 はい。こういう形で学校と教育のあり方について、非常に深くいろん

なことを考えていただいているんですけれども、この前ＮＨＫのテレビを観て

ましたら、家庭でのしつけと言いますか、基本的なこと、食事、ご飯を食べると

きにはきちんと座って食べるんだよとか、朝、おはようございますというあいさ

つをするとかですね、親とか他の方には敬語を使うとか、ちょっとした生活習慣、

基本的な生活習慣で、自制心が養われた子どもについては、学校の教育において
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非常に教育成果が高い、点数が高い、そういうことが身に付いていない子に比べ

た時。最終的に年収まで違うというようなことが報告されていたと思うんです

ね。多分、研究成果もあったと思うんですが。学校でいくら一生懸命やろうと思

っても、学校へ上がる前の子どものしつけができてなかったら、先生が苦労され

ます。基本中の基本というものをやっぱり家庭でしっかり認識していただいて、

しつけというとちょっと古い言葉にはなるんですけれども、子どもたちのため

に、家庭がどうあるべきか、どういう態度で生活するべきかということが分かる

というようなことを重点的に、家庭教育というと何か教えるみたいなことが頭

にくるんですが、それ以前の問題で、そういうことが教育委員会としても何か支

援できるとか、家庭のことまで手を突っ込むことがなかなか難しいかもしれな

いんですけれども、そこを重点的にやっぱり市民の保護者の方にわかっていた

だけるような支援の仕方なり、教育の仕方なりというものがないかなと思って

まして、公民館と連携した家庭教育の推進というのは、当然その一環だとは思う

んですが、限りがありますのでね、そこに集まる人は。何かもうちょっと学校全

体でも、あるいは幼稚園、保育園でもですね、何か啓蒙とかそういうことができ

ないかなというふうには思います。 

 

市長 しつけも大切ですね。その辺りは教育長、６番はちょっと一つだけ公民館

にいきなり書いてあるんだけど、学校教育の方もぜひ。 

 

教育長 そうですね。はい。ここに書こうとしている趣旨は、教育だから学校現

場だけではやっぱり無理なところがあるので、逆にそれを公民館も少し取り込

もうよというイメージで取り組みたいと考えて、基本的にはそういうふうに考

えています。 

 

滝澤委員 ただ、幼児教育の現場でも、お母さんと触れ合う機会というのはしょ

っちゅうあると思いますので、啓蒙的な形とか、こういうことになると子どもに

はこんな影響があるとか、何かそういう支援というのがそういうことができな

いのかなとは思うんですけれど、そこまでは無理ですか。 

 

教育長 幼児教育においても保護者の方への研修とかいろいろそういうところ

ではそういうふうな啓発はやるんですが、それだけでは少し弱くて、もう少し突

っ込んだ形でやらないと、なかなかこれからはついていけない。認定こども園は、

同じ教育をするのに夕方までいるので、午後も教員は保育士か保育教諭が教育

をできる。ところが、１号認定こどもは午前で終わっちゃいますので、じゃあそ

の子を昼からお帰しした場合、あるいは夏休みに自宅にお帰しした場合その間
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に何をしてもらうかというのは、今度は家庭教育をしっかりやらないと幼児教

育でいけなくなってくるというような構図になると思いますので、そういった

意味でも幼児教育はしっかり取り組まないといけない、一つの大きなテーマと

いう形でとらえています。 

 

上島委員 その件に関してよろしいですか。 

 

市長 はい。 

 

上島委員 例えば、公民館を活用する親とか限定されてくるんです。そこへも入

って来ない親に対してどうやってやったらええんやと。ですから、家庭教育やれ

るところはやってもらうとそこだけに任せてはあかんのちがうかと、親に。だか

ら、保育園やそこら辺も、これは家庭のことやということではなしに、そこら辺

もかなり教育というかしつけ面のところで入っていかなあかんのとちがうかな

という気がします。せやなかったらなかなか学校である程度のところまでは家

庭も十分分かっているんやけども、そこがいろんなことで、学校で話をする時に

も来てもらえないとか、そういったことが多いので、そこのところを何とかして

いかなあかんのとちがうかなと。それはまた、保育園とかだったらみんな来ます

ので、そこでやっぱり親に言ってもなかなか難しい面は、保育園自身が関わって

いかなあかんのとちがうかなというところがあります。 

 

市長 ありがとうござます。はい、どうぞ。 

 

松本委員 ちょっと具体的なことになりますけども、２ページの５番のところ

で、庁舎が新しくなるということで、来年２月の下旬ぐらいですかねということ

で、ちょうど私の任期が切れたところで、行けないのが残念なんですけれども、

さっきのお話の中にも、先生方、管理職じゃない先生方は多忙感を感じていると

いうのがあって、それについては考え方もちょっと見直したりというところも

あるかもしれませんけれども、一方では心を病んだりして休職してしまうよう

な先生方も増えたりしているのですけれども、庁舎が変わって、もしレイアウト

なんかも変えられるのであれば、管理職の先生はもう定期的に校長会なんかで

しょっちゅう、教育委員会に来られたりしていると思うのですけども、一般の先

生がちょっと時間がある時に、相談ができたら、本来といいますか普通はその学

校の中の同僚の先生とか、管理職の先生に相談されるんでしょうけれども、ちょ

っと校内では相談しにくいことがもしあったら、教育委員会に来て、気軽に相談

できるような場ができるといいんじゃないかと思います。今の形ですと通路が
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あって、通路の横が窓口らしいのか、窓口じゃないのかちょっとわからない形に

なっていて、もう少しとっつきやすくい、そういうレイアウトがもしできるので

あればということなんです。それから、２ページの２番の辺りに関わるのかもし

れませんけれども、ここに挙げられてないだけということだろうとは思うので

すけれども、これから小学校にもかなりＩＣＴと言いますか、情報教育が入って

くるということで、スマホなんかももう中学生、小学生でも使う子が増えてきて、

その辺のメディアリテラシーも含めて、機器を扱うのも勿論ですけれども、こう

いう情報機器に対してどう接するかという教育も実施する小学校段階から意識

した方が、というふうに思いますので、予算的なこともあるとは思うんですが、

英語教育が入っているのと併せてそういった新しい情報教育のところに重点的

に見ていくといいと思います。以上です。 

 

市長 情報教育ね。はい、ありがとうございます。では私から申し上げますと、

人事に関連しては、みさとの丘学園に本当に小中一貫で新しい学校をつくるん

だというそういう意欲が教職員の配置について、よろしくお願いをしたいとい

うことです。それから、もう一点に絞って話をするんですが、２ページの４番の

学校施設環境のところで一番最後のところに「維持工事事業」と書いてあるんで

すが、地域懇談会に回っていて、非常に学校の修繕、ちょっとしたところの直し

について意見ですね、例を挙げると、橋南中学校の外側の塀がちょっと傾いて危

ない、それから栗真小学校の校長室のカーペーットが剥げている、それから立成

小学校の体育館の舞台の上の前垂れみたいなところの校章の部分が落ちている。

この三つを例に挙げて言うと、それぞれ地域で何故これを言われるかというと、

地域の方々からすると、学校経営からすれば大したことない、あるいは校長が一

番後でいいとかね、思うかもしれないけど、地域の方々からすれば、例えば、橋

南中学校の塀で言えば、地震が起こって倒れたら危ないやないかという防災安

全の観点で言っておられるし、栗真小学校のカーペットは校長先生がええとし

ても、栗真の地域として小学校の校長室のカーペットが剥げていたら恥ずかし

いと、それから立成小学校の校章はこのまま校章が破れて落ちているような状

態を放置しておる学校がある地域だと見られたくないと、要するに地域のプラ

イドみたいな、誇りみたいな、それでそれは常に地域にとっては学校というのは

すごく大事な場所なんですよ。それがなかなかできないと。で、ちょっとこの手

間がかかる、そんなお金かかる話じゃないのにできないのは、手間がかかるから

後回しにしているんやろなと思っていたら、そうでもないんですね。うちの教育

委員会、ちゃんと現場入って確認をしてどういうことか丁寧に話を聴いている

んですよ。どうも、ひょっとすると手間を惜しんでるんじゃなくて、本当にお金

がないのかなと。１１億も１２億も毎年校舎の改修や、場合によってはトイレや
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エアコンやとやっているのに、１００万円でできることが何故できないのかと。

もし、お金足りないんだったら、お金、特別にもらったらええやん。地域インフ

ラのお金足りてないんじゃないと言って増やしたり、それから道路の維持管理

のお金の予算を増やしたりしているので、あとはスポーツ施設もテニスコート

の、それこそ同じような話のことがめくれているのがなかなか直せないので、予

算を２倍にしてというようなことをやっているので、教育だけで本当にもしお

金が足りずにできないのなら、１回だけ、２倍。修繕予算今年は２倍とかね。そ

んなことできないかなと。 

 

教育長 はい。ありがとうございます。 

 

市長 ということでちょうど１時間になりましたが、ではまあこれは、来年度に

向けてのことなので、また引き続き総合教育会議で、いろいろと御指摘なり、ア

ドバイスなりいただいて、しっかりと進められるようにお願いしたいと思いま

す。これで、２番の話を終わりますが、次に３番その他に入ります。朝暘中学校

の件があるんですかね。 

 

教育長 １０月１１日の総合教育会議で、事件の発生を報告しました朝暘中学

校生徒に対する傷害致死事件でございますが、その時に報道でいじめ問題とい

うふうな報道がございました。そこで、１０月１１日の総合教育会議で調査をし

ますというふうに申し上げましたので、その報告をさせていただきたいと思い

ます。いじめの調査は９月にも実施しておりましたが、改めて再度確認のために

アンケートを行いました。今回の事件は被害の生徒が意識不明であったこと、そ

れから加害者側が逮捕されて、直接聞き取りすることはできませんでしたが、そ

うした学内におけるアンケート、それから、警察の捜査上の問題、それから、保

護者等からもいじめの事実は確認が一切できませんでしたので、報告をさせて

いただきたいと思います。以上でございます。 

 

市長 じゃあ他にございますか。じゃあどうぞ、教育次長。 

 

教育次長 はい。委員のみなさまよろしいでしょうか。それでは、これをもちま

して、本日の事項は全て終了いたしました。前葉市長から、閉会の御挨拶をお願

いいたします。 

 

市長 では、以上をもちまして、第１９回津市総合教育会議を終了いたします。

本日はありがとうございました。 
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各委員 ありがとうございました。 

 

市長 みなさま、良いお年を。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


